
 

 

＃２７０「この子たちと受かる。 」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第２３回です。 

 

もう１人の桜蔭を目指すＲさんも、容易い１月ではありませんでした。 

初戦の栄東は東大コースで合格したものの、続く栄東東大選抜(同じ学校

ですがかなり問題や受験者層は異なります) はまさかの不合格でした。 

理社は取れていましたが、伸びつつあった国語、そして得意の算数でも

転んでいました。 

 

この時のことをＲさんは詳しく記しています。 

『1 月 10 日に栄東の初戦があった。はじめての入試は緊張したけれど東

大コースには合格していた。 

1 月 12 日に栄東の東大生特待があった。惨敗した。30 点もとどかなか

った。だけど私はこの不合格をとても軽く見ていた。この不合格なしに

桜蔭に合格することはなかったと思う。まず朝に母と合格発表を見た。

手応えはあったから合格していると思ったけど惨敗だった。私はここで



 

 

あー落ちちゃったという位ですぐに課題にもどっていた。その日は合格

10 箇条を教わる日だった。TOP にいったらいつも２位席だったのに３

位席に座るように先生に言われた。そしてその後に先生と栄東東大特待

について話した。先生たちがどんな思いで自分の栄東東大特待の結果報

告を待っていたか、どれだけ結果を知ってショックを受けたかなど全て

を知った。ここで初めて先生たちが合格にどれぐらい本気かということ

を本当の意味で知った。それは他の塾とは比べものにならないほど、熱

い合格への想いだった。それを知らずに何となく入試へいき惨敗してい

る自分がものすごい情けなかった。その日に明日の浦明をやってとれた

けれど、受かるかものすごい不安で夜もなかなか寝れなかった。いつも

寝る時にとっていたメダルもたまらなくなってかけて寝た。当日もすご

い不安でずっとメダルをにぎっていた。 

浦明と市川は合格したけれど、桜蔭で戦うライバルたちと戦える絶好の

機会だった渋幕では前日にやりきらなかった甘さもあって落ちた。先生

は「いつか渋幕に感謝する日が来る」と言ってくれた。このままだと桜

蔭が厳しいと、今度は自分で思えた。』 

 

全勝で開成中や桜蔭中という頂点校に合格する生徒もたくさんいます。



 

 

一方で、１月に難関中で苦杯を舐め、何敗も重ねながら第一志望合格を

勝ち取った生徒もいます。Ｒさんはまさにそうでした。 

そしてすべての練習校を終え、都内本番を迎える残り 10 日となりまし

た。 

この 10 日の３人の合格への想い、切実な行動はすばらしいものでした。

全員が本気で、全員が桜蔭だけを、雙葉だけを見ていました。この時の

３人を思い出すと、彼女たちは合格を前にして、既に合格以上の大きな

ものを勝ち取っていたのかもしれないと思います。それは圧倒的と言っ

てもいい、人事を尽くし死力を尽くす者の、深く胸打たれる姿でした。 

 

この子たちと絶対に受かる。 

毎日そう思いました。 

 

（第２４回につづく） 

 

２０２４年１月３０日 

大井 雄之 

 


